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こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
郷
土
の
歴
史
を
正
し
く
理
解
し
、
「
ゆ
と
り
の
あ
る
市
民
生
活
と
や
さ
し
い

行
政
の
ま
ち
健
康
文
化
都
市
裾
野
」
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
応
え
る
も
の
と
し
て
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
川
は
、
資
料
編
「
民
俗
」
を
刊
行
い
た
し
ま
す
。

発
刊
の
こ
と
ば

且

平
成
三
年
の
資
料
編
「
深
良
用
水
」
発
刊
以
来
、
市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
市

民
の
皆
様
方
の
温
か
い
御
支
援
と
関
係
各
位
の
御
努
力
を
賜
り
、
昨
年
度
ま
で

に
資
料
編
の
「
考
古
」
「
近
現
代
Ｉ
」
「
古
代
・
中
世
」
「
近
世
」
を
刊
行
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

社
会
環
境
が
大
き
く
変
動
す
る
中
に
お
い
て
、
二
十
一
世
紀
を
間
近
に
控
え
、

市
民
生
活
の
豊
か
さ
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

裾
野
市
長
大
橋
俊
二

1



市
史
が
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
、
各
方
面
で
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
裾
野
市
の
歴
史
研
究
が
よ
り
一
層
向
上
し
、

郷
土
へ
の
理
解
と
愛
着
が
深
ま
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
提
供
を
は
じ
め
、
様
々
な
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
多
く
の
皆
様
方
や
関
係
機
関
お
よ

び
調
査
・
執
筆
・
編
集
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
委
員
の
先
生
方
に
、
心
よ
り
感
謝
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

報
告
書
と
し
て
既
刊
さ
れ
て
お
り
ま
す
「
葛
山
の
民
俗
」
「
深
良
の
民
俗
」
「
茶
畑
の
民
俗
」
「
富
沢
の
民
俗
」
の
中
か

ら
厳
選
さ
れ
た
資
料
に
、
新
た
な
資
料
を
加
え
編
さ
ん
さ
れ
ま
し
た
本
書
は
、
自
然
環
境
の
変
化
の
中
で
そ
こ
に
住
む

人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
あ
る
豊
か
な
民
俗
を
形
成
し
伝
え
て
き
た
こ
と
や
、
生
活
様
式
を
持
っ
て
き
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
裾
野
市
の
伝
統
文
化
の
全
体
像
に
対
す
る
理
解
が
大
い
に
深
ま
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
○

２



裾
野
市
史
資
料
編
の
一
冊
と
し
て
「
民
俗
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
こ
の
民
俗
編
は
今
ま
で
に
刊
行
し
て
き
た
資
料
編
の

各
巻
と
ず
い
ぶ
ん
趣
が
違
い
ま
す
。
こ
こ
に
記
述
し
て
あ
る
内
容
は
主
と
し
て
市
域
の
各
地
で
日
頃
市
民
の
皆
様
が
行
っ

て
い
た
り
、
接
し
て
い
た
り
し
て
い
る
ご
く
普
通
の
事
柄
ば
か
り
で
す
。
珍
し
い
こ
と
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
ま
た

難
し
い
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
書
物
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

民
俗
編
は
民
俗
学
と
い
う
学
問
を
基
礎
に
記
述
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
民
俗
学
は
、
特
別
な
出
来
事
を
過
去
に
書
か
れ
た

文
字
資
料
か
ら
発
見
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
過
去
の
事
物
を
土
の
な
か
か
ら
発
掘
す
る
の
で
も
な
く
、
現
在
生
き
て
暮

ら
し
て
い
る
人
達
が
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
行
っ
て
い
る
事
象
を
把
握
し
、
そ
こ
に
歴
史
を
発
見
す
る
学
問
で
す
。
日
常

の
言
葉
で
言
う
習
わ
し
、
し
き
た
り
、
言
い
伝
え
が
民
俗
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
を
市
民
の
皆
様
か
ら
教
え
て
い

た
だ
き
、
記
録
す
る
と
と
も
に
、
分
析
し
て
、
裾
野
市
域
の
生
活
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

本
書
を
読
ま
れ
て
、
ご
自
分
が
日
頃
し
て
い
る
何
で
も
な
い
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
て
驚
か
れ
る
方

刊
行
に
あ
た
っ
て

裾
野
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
福
田
ア
ジ
オ

３



こ
の
民
俗
編
を
細
集
す
る
作
業
は
、
市
史
編
さ
ん
事
業
の
開
始
と
と
も
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
す
で
に
九
年
に
な
り
ま

す
。
こ
の
間
に
私
た
ち
は
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
区
を
お
訪
ね
し
て
、
地
域
の
古
老
の
方
々
に
詳
し
く
お
話
を
伺
い
、
ま

た
祭
礼
や
行
事
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
記
録
を
と
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
市
民
の
皆
様
の
方
は
大
変
な
数
に
の
ぼ

り
ま
す
。
こ
の
一
巻
に
価
値
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す
べ
て
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
指
導
の
お
蔭
で
す
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
た
だ
、
主
と
し
て
お
話
を
伺
っ
て
記
録
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
る
記
述
で
す
の
で
、
私
ど
も
の
理

解
力
不
足
か
ら
思
わ
ぬ
間
違
い
を
犯
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
点
を
お
詫
び
し
、
お
許
し
賜
り
た
く
お
願
い
申

し
上
ｆ
ま
す
。

一
・
Ｊ
Ｆ
Ｗ
Ｉ
》

も
い
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
忘
れ
て
い
た
懐
か
し
い
昔
の
行
事
を
思
い
出
さ
れ
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
地
域
の

行
事
や
活
動
を
活
発
に
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
民
俗
は
現
在
あ
る
い
は
近
年
ま
で
市
域
で
ご
く
当
た

り
前
に
行
わ
れ
て
き
た
事
柄
で
す
の
で
、
そ
の
読
み
方
も
利
用
の
仕
方
も
様
々
で
す
。
十
分
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
田
心
い
、
ま
す
も

1



一
話
者
の
生
年
や
没
年
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
人
名
の
後
の
（
）
内
に
示
し
た
。

例
一
民
俗
を
伝
承
し
て
い
る
村
落
を
ム
ラ
と
表
記
し
、
そ
の
地
名
表
一
不
に
は
地
域
で
使
用
し
て
い
る
名
称
（
大
字
ま
た
は
そ
の
内
部
の
モ

凡
ヨ
リ
）
を
用
い
た
。
地
名
に
つ
い
て
は
該
当
地
域
の
呼
称
で
ふ
り
が
な
を
つ
け
た
が
、
必
ず
し
も
市
域
全
域
で
の
呼
称
と
は
限
ら
な
い
。

一
年
代
は
脈
則
と
し
て
西
暦
で
示
し
、
昭
和
以
前
に
つ
い
て
は
（
）
内
に
日
本
年
号
を
付
し
た
。

一
市
域
の
民
俗
事
象
を
示
す
語
彙
（
民
俗
語
彙
）
は
原
則
と
し
て
カ
タ
カ
ナ
書
き
で
示
し
た
。
な
お
、
節
を
単
位
と
し
、
そ
の
語
彙
が
初

出
で
あ
り
、
適
切
な
漢
字
表
現
が
あ
れ
ば
（
）
内
に
漢
字
で
示
し
た
。
記
述
内
容
が
市
域
全
般
に
及
ぶ
も
の
で
、
同
一
内
容
を
表
現
し

た
語
彙
が
複
数
あ
る
場
合
は
（
）
内
に
列
記
し
た
。
な
お
、
行
政
用
語
、
支
配
制
度
に
関
す
る
用
語
、
仏
教
用
語
、
神
道
用
語
な
ど
が

民
俗
語
莱
化
し
て
地
域
で
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
初
出
に
際
し
て
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
し
、
二
回
目
以
降
は
漢
字
で
示
し
た
。

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
日
常
的
に
親
し
ん
で
い
る
漢
字
表
記
で
、
読
者
も
理
解
し
や
す
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
二
回
目
以
降
も
漢
字
表

ま
た
、
地
畔

一
難
訓
、
誤
読
の
お
そ
れ
が
あ
る
評

章
の
初
川
に
ふ
り
が
な
を
つ
け
た
。

誤
読
の
お
そ
れ
が
あ
る
語

一
本
文
の
表
記
は
、
祠

字
以
外
も
使
用
し
た
。

現

記
と
し
た
。

凡

句
に
つ
い
て
は
節
の
初
出
に
限
り
ふ
り
が
な
を
つ
け
、
固
有
名
詞
（
地
名
・
人
名
等
）
に
つ
い
て
は

例

代
か
な
づ
か
い
と
常
用
漢
字
の
使
用
を
原
則
と
し
、
固
有
名
詞
や
民
俗
を
表
現
す
る
言
葉
に
つ
い
て
は
常
用
漢

5



例
一
他
市
町
村
内
の
地
名
に
つ
い
て
は
、
（
）
内
に
現
在
の
市
町
村
名
を
記
し
た
。
ま
た
、
静
岡
県
外
の
地
名
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
名
６

凡
も
記
し
‘
た
。

一
引
用
文
献
及
び
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
本
文
巾
で
は
（
）
内
に
著
者
名
と
論
文
名
、
あ
る
い
は
著
者
名
と
書
名
を
示
し
た
。
そ
の

際
、
論
文
名
は
「
」
で
、
書
名
は
「
』
で
示
し
、
巻
末
に
文
献
の
目
録
を
付
し
た
。
な
お
、
本
巻
の
編
さ
ん
過
程
で
中
間
報
告
と

し
て
刊
行
し
た
『
深
良
の
民
俗
』
『
茶
畑
の
民
俗
』
『
葛
山
の
民
俗
』
『
富
沢
の
民
俗
』
に
つ
い
て
は
、
本
文
内
に
は
引
用
文
献
と
し
て

書
名
を
示
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
裾
野
市
史
』
の
他
の
巻
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
書
名
と
巻
数
だ
け
を
示
し
た
。

一
植
物
名
、
動
物
名
は
原
則
と
し
て
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
し
た
が
、
日
常
的
に
漢
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
漢
字
で
示
し
た
。

一
長
文
の
資
料
、
引
用
文
な
ど
に
つ
い
て
は
、
行
頭
よ
り
二
字
分
下
げ
て
記
述
し
た
。

一
文
字
資
料
を
掲
載
す
る
際
に
は
、
漢
字
は
柑
用
漢
字
を
川
い
、
変
体
が
な
、
合
字
は
現
代
ひ
ら
が
な
に
改
め
、
適
宜
に
句
読
点
を
付

し
た
。
ま
た
、
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
、
原
文
の
右
側
に
（
マ
マ
）
と
記
し
た
。

一
図
表
・
写
真
番
号
は
章
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
述
番
号
を
付
し
た
。

一
引
用
資
料
の
出
典
、
提
供
者
（
機
関
）
名
は
該
当
箇
所
に
示
し
た
。

一
図
表
の
出
典
、
提
供
者
（
機
関
）
名
は
該
当
箇
所
に
示
し
、
記
載
の
な
い
も
の
は
執
筆
者
あ
る
い
は
市
史
編
さ
ん
事
務
局
が
作
成
し
た
。

一
写
真
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
の
写
真
タ
イ
ト
ル
の
（
）
内
に
地
域
名
を
示
し
、
撮
影
し
た
年
が
一
九
八
九
年
以
前
の
も
の
に
つ
い
て

は
そ
の
撮
影
年
を
付
し
た
。
ま
た
、
写
真
の
所
蔵
者
や
撮
影
者
に
つ
い
て
は
巻
末
の
写
真
一
覧
に
撮
影
し
た
年
月
と
と
も
に
記
し
た
。

な
お
、
撮
影
者
名
や
所
蔵
者
名
を
記
し
て
い
な
い
も
の
は
、
本
編
の
執
筆
者
あ
る
い
は
市
史
編
さ
ん
事
務
局
が
撮
影
し
た
。

一
本
編
の
執
筆
者
名
お
よ
び
執
筆
分
担
は
巻
末
に
記
し
た
。



民俗目次

序
章
市
史
と
民
俗
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こ
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例
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史
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・
…
…
…
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…
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．
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…
…
…
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．
．
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史
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史
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史

第
三
節
民
俗
編
の
構
成
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
．
．
…
…
・
…
…
・
・
…
・
…
：

本
巻
の
編
成
市
域
の
民
俗
の
特
色

I 1

絵

民
俗
目
次

て

撫
野
巾
長
大
橋
俊
二
一

裾
野
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
福
山
ア
ジ
オ
三

己
●
■

一
二
五

三三 二
九

三
九 二互

7



民俗’三｜次

第
一
章
生
活
環
境
の
民
俗

第
二
節
山
と
生
活
…
…
…

第
一
節
開
発
と
土
地
利
用
…
…
：
．
…
…
：
．
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
。
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…

Ｈ
地
域
の
環
境
…
．
．
…
・
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
。
…
…
…
…
…
．
：
．
：
…
：
…
…
・
…

東
西
の
山
岳
と
南
北
の
道
御
殿
場
線
馬
の
目
坂
「
転
ぱ
ぱ
、
下
へ
転
べ
」
ヨ
ビ
ャ
ー
の

行
先
甲
州
か
ら
来
た
人
々

口
土
地
の
環
境
…
…
・
…
…
。
：
．
…
。
：
．
…
…
…
．
：
…
…
…
・
…
．
．
…
…
…
．
：
…
：
・
・
・
…
・
…
：
…
：
：
…

ダ
タ
ラ
井
戸
の
少
な
い
村
々
砂
利
状
の
火
山
噴
出
物
ジ
ン
ダ
イ
ボ
リ
湿
田
縄
文

口
土
地
の
環
境

ダ
タ
ラ
井

Ｈ
共
有
地
と
し
て
の
山
・
…
：
：
．
…
．
：
：

山
の
共
有
地
富
士
山
箱
根
山

一
一
ユ
ゥ
カ
イ
売
却
さ
れ
る
共
有
地

口
農
業
生
産
の
た
め
の
山
…
…
…
：
．
：

士
器
赤
土

日
集
落
の
琉
境

サ
ト
と
ヤ
マ
サ
ト
の
水
田
サ
ト
の
畑
作
愛
麿
山
東
麓
の
集
落
環
境
を
遮
断
す
る
河
川

水
田
の
な
い
集
藩
新
田
の
開
発
水
田
の
な
い
新
田
シ
ュ
ク
と
交
通

ア
ラ
ク
オ
コ
シ
カ
イ
コ
ン
赤
土
と
サ
ッ
マ
カ
イ
コ
ン
と
災
害
デ
サ
ク
大
野
原
の

④
。
①
●
①
④
●
■
●
●
由
■
●
由
●
①
●
ｅ
■
■
■
●
●
■
■
■
●
■
■
●
■
●
●
●
●
●
④
①
■
①
■
Ｇ
Ｇ
Ｇ
■
■
■
●
●
■
■
■
■
●
巳
■
●
●

愛
麿
山
複
数
の
ム
ラ
の
共
有
地
下
和
田
と
今
里

ノ、 七
一
〈

七
一
〈

五
一
〈 碧碧 四

三
ｎ
ｏ

〈
垂



民俗目次

第
三
節
水
と
生
活

第
四
節
気
象
の
変
化
と
動
植
物

Ｈ
気
象
の
認
知
：
．
…
…
…
：

(二） E)(四）{－1

農
業
生
産
の
た
め
の
水
．
：
…
…
…
…
…
．
：
…
・
…
：
…
…
．
：
…
…
・
…
：
…
・
・
・
…
…
・
・
・
…
：
・
・
：
…
…

批
瀬
川
と
深
艮
川
水
深
艮
川
水
を
利
川
し
な
い
水
田
ツ
ッ
ミ
自
然
河
川
と
深
艮
川
水
の
連

動
穴
堰
と
水
げ
ん
か
上
郷
・
中
郷
・
下
郷
深
良
と
コ
ゥ
ラ
ブ
セ
堰
と
堰
普
請
ヒ

ソ
ン
、
ハ
と
悪
水
水
げ
ん
か

Ⅱ
常
生
活
の
た
め
の
水
…
…
…
…
：
…
…
…
・
…
．
：
．
…
…
…
：
…
・
…
：
…
・
…
：
。
…
…
・
…
。
：
．
…
…

オ
オ
カ
ワ
水
遊
び
雨
乞
い
井
戸
の
不
足
と
カ
ワ
、
ハ
タ
馬
洗
い
場
水
車
水
源

と
タ
ン
ク
水
の
苫
労
簡
易
水
道
山
中
で
の
水
関
東
大
震
災
の
影
紳

畑
草
刈
り
場
若
い
衆
の
小
荷
駄
ポ
ン
ク
サ
と
ホ
シ
ク
サ
山
へ
戻
る
堆
肥
愛
鷹
山

の
一
言
ウ
カ
イ
と
大
野
原
大
野
原
で
の
草
刈
り
大
野
原
の
芝
雑
木
林
と
堆
肥

現
金
収
入
の
た
め
の
山
…
：
…
…
…
・
・
：
…
…
．
．
…
・
…
…
…
・
…
…
．
．
…
…
…
・
…
：
…
：
…
・
…
…
…

股
閑
期
の
賃
仕
事
山
仕
事
ハ
コ
ネ
ダ
ヶ
ス
ス
ダ
ヶ
大
野
原
の
タ
マ
ヒ
ロ
イ

日
常
生
活
の
た
め
の
山
・
・
・
…
…
…
・
…
…
：
…
：
：
：
…
…
…
：
．
…
…
…
…
・
・
…
…
：
…
…
：
：
．
…
…

カ
ヤ
、
ハ
・
カ
ャ
ノ
茅
屋
根
と
火
事
杉
皮
の
利
川
か
わ
ら
屋
根
へ
の
変
貌
モ
シ
キ

炭
焼
き

●
■
■

：
：
。
：
ロ
ー
ロ
ロ

．
：
：
一
五
つ

・
・
・
：
一
五
つ
ｑ
〉

一
三
ロ

二二 三二
九
五



民俗目吹

第
二
章
社
会
と
生
活

第
二
節
家
族
生
活

第
一
節
住
ま
い
と
し
て
の
家
と
屋
敷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：

Ｈ
屋
敷
の
構
え
と
建
物
．
：
…
．
：
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
：
．
：

景
観
の
な
か
の
屋
敷
富
沢
の
屋
敷
構
え
オ
モ
テ
を
囲
む
建
物
配
置

屋
敷
の
中
の
神
と
墓
松
井
保
博
家
の
水
利
川

口
間
取
り
と
部
屋
の
役
割
…
…
・
・
・
…
．
：
…
：
…
…
：
…
…
…
…
…
…
：
・
・
：

住
ま
い
と
間
取
り
部
屋
の
名
称
間
取
り
の
例
と
家
の
中
の
神
仏

部
屋
と
儀
式
の
部
屋
家
族
の
部
屋
割
り
と
イ
ロ
リ
の
座
順

Ｈ
屋
号
と
家
印
：
…
…
…
…
．
：
…
・
…
・
・
・
…
…
．
．
…
…
…
…
．
：
…
・
…
…
…

エ
ー
ナ
の
種
類
エ
ー
ナ
の
使
わ
れ
方
シ
ル
シ
と
そ
の
役
割
家
紋

E) (二）

屋
根
替
え
と
建
て
替
え
…
…
・
…
…
…
：
…
…
：
．
…
…
…
：
．
．
…
：
．
…
…
・
…
：
…
…
・
…
・
…
・
…
：

屋
根
替
え
芝
棟
と
箱
棟
カ
イ
コ
、
ン
と
シ
ン
ゾ
ゥ
ブ
シ
ン
建
前
と
棟
梁
送
り
家
移
り

富
士
山
の
カ
サ
グ
モ
ナ
ラ
イ
と
イ
ナ
サ
虹
霧

動
植
物
と
の
交
流
。
：
…
…
…
…
…
…
．
．
：
…
…
・
・
・
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
・
…
．

コ
ブ
シ
の
花
民
間
療
法
力
’
一
と
魚
動
物
と
の
攻
防
戦
化
か
す
キ
ツ
ネ

ニ
ワ
の
役
割
日
常
の

さ
ま
ざ
ま
な
付
閥
建
物

叩
け
■
●
■
●
●
。
■
ロ
●
叩

二
つ
一

一
一
つ
一

一
』
『
一

一
一
／
’

一
王
ヨ

｜
王
区

一
八
九

二更
ジグ、

三三
一一
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民俗目次

第
三
節
親
族
と
つ
き
あ
い

口
家
族
と
そ
の
役
割
・
…
…
・
…
・
…
・
・
・
…
…
：
…
・
…
：
…
…
：
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
．
：
…

家
族
の
か
た
ち
家
の
切
り
盛
り
嫁
と
姑

日
相
続
継
承
と
養
子
：
：
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
。
：
…
…
…
：
：
…
…
・
…
…
・
…
…
：
：
：
：
：
…
．
：
：
：

相
続
と
イ
セ
キ
ム
ス
メ
い
ろ
い
ろ
な
相
続
の
事
例
テ
ャ
ー
マ
ッ
ナ
ギ
と
ヨ
ゥ
シ
ト
リ
ジ
ュ

ン
ョ
ウ
シ
と
フ
タ
ヨ
ウ
シ

Ｈ
親
族
を
さ
す
言
葉
：
…
・
…
…
：
．
…
…
・
…
：
…
…
…
…
・
・
…
・
…
…
：
・
・
・
：
：
：
．
．
…
…
…
…
…
…
…
：

親
族
の
端
称
と
そ
の
範
囲
姻
戚
と
エ
ン
ッ
ナ
ギ

ロ
本
家
・
分
家
と
イ
ッ
ト
ー
…
：
．
…
…
…
。
：
．
：
…
…
：
．
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
：
…
…
…
：
…
…
：

オ
ー
ャ
と
シ
ン
ャ
ツ
ブ
レ
ャ
シ
キ
の
再
興
イ
ッ
ト
ー
下
和
田
の
杉
本
イ
チ
ゾ
ク
一
家

定
吾
に
見
ら
れ
る
つ
き
あ
い

臼
親
族
と
交
際
…
・
…
…
…
・
…
：
…
：
…
…
…
…
・
・
・
：
・
・
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…

ム
ラ
シ
ン
セ
キ
祝
い
ご
と
で
の
つ
き
あ
い
葬
儀
・
法
事
の
参
列
と
手
伝
い
祝
い
の
品
と
悔

や
み
の
品
香
典
帳
に
見
ら
れ
る
つ
き
あ
い

四
親
分
・
子
分
…
：
：
…
…
：
．
…
・
・
・
…
…
：
…
・
…
・
・
・
…
…
…
・
…
…
：
…
：
…
…
…
：
．
…
．
：
．
…
：
…

(四）

隠
隠
居
の
か
た
ち
イ
ン
キ
ョ
ブ
ン
ヶ
イ
ン
キ
ョ
と
ネ
ド
コ
イ
ン
キ
ョ

),'l

二
四
八

二
三
七

二
三
◎

三三
ノー、 ノ、

三
三三

一
一
一
一
、

’
’
’
一
〆

二

11



民俗目次

第
四
節
ム
ラ
づ
き
あ
い

(六） 劫
さ
ま
ざ
ま
な
集
団
・
…
…
・
…
…
：
．
…
…
・
…
…
…
：
：
。
…
：
：
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
・
…
．

Ｉ

若
い
衆
宿
と
し
て
の
ク
ラ
ブ
若
い
衆
の
祭
り
と
遊
び
子
供
集
団
と
神
祭
り
年
寄
り
と
念
仏

Ｈ
村
の
中
の
ム
ラ
…
・
…
…
：
…
…
・
…
…
：
：
…
・
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
：
…
．
：
…
・
…
・
…
…
…
：

村
内
区
分
、
と
し
て
の
モ
ョ
リ
茶
畑
の
村
内
区
分
富
沢
の
村
内
区
分
麦
塚
の
村
内
区
分

口
互
助
と
共
同
…
・
…
：
…
…
…
・
…
：
：
…
…
…
：
。
…
…
…
：
…
…
．
．
…
…
・
…
…
…
・
…
：
・
・
・
…
…
：

ト
プ
ラ
イ
グ
ミ
カ
ヤ
ム
ジ
ン

曰
ム
ラ
の
組
織
：
…
…
…
…
：
…
．
．
…
：
．
…
…
：
…
・
…
・
・
・
・
・
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
：
。
：
…
…

ム
ラ
の
集
会
所
ム
ラ
の
寄
り
合
い
ム
ラ
の
役
職
ム
ラ
の
規
約

四
ム
ラ
の
朧
史
と
イ
ェ
の
歴
史
：
．
…
…
…
・
…
…
・
…
・
…
・
…
：
。
…
…
・
…
：
…
・
・
…
…
・
・
：
…
…
：
…
…

七
軒
百
姓
の
ム
ラ
語
ら
れ
る
ム
ラ
の
歴
史
エ
ー
ナ
が
語
る
イ
エ
と
ム
ラ
の
歴
史
旧
戸
と
新

戸

重
層
的
な
村
落
組
織
…
…
…
・
…
．
：
：
：
：
…
…
：
…
：
…
…
…
…
・
…
．

「
家
続
」
と
モ
ョ
リ
石
造
物
に
見
る
モ
ョ
リ
変
化
す
る
モ
ョ
リ

女
た
ち
の
淡
島
講

仲
人
と
カ
ネ
オ
ャ
オ
ャ
ブ
ン
と
コ
ブ
ン

■
●
勺
●

？
●

：
：
一
二
〈
へ

：
。
。
一
二
（
四

．
。
、
二
七
迄

二
九
一
］

二
八
四

二
五
三

二
五
三

19
上今



民俗l 1次

第
六
節
世
間
の
広
が
り
…
…
…
…
・
…

Ｈ
交
通
手
段
の
変
化
と
世
間
の
広
が
り

第
五
節
共
有
と
共
同

口
水
を
め
ぐ
る
共
有
と
共
同

１
深
良
用
水
・
…
…
…

井
組
の
伝
統
水
配
人

２
生
活
川
水
の
確
保
…
．

Ｈ
山
を
め
ぐ
る
共
有
と
共
同
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
．
．
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
．

箱
根
川
を
め
ぐ
る
共
有
箱
根
川
を
め
ぐ
る
共
同
愛
薦
山
の
共
有
愛
鷹
山
の
共
同
大
野

原
の
共
有

(四1 (一）

農
作
業
を
め
ぐ
る
共
有
と
共
同
…
…
…
：
…
：

イ
イ
と
ヒ
ト
デ
共
同
作
業
所
と
水
車
小
屋

神
社
・
墓
を
め
ぐ
る
共
有
と
共
同
：
…
…
・
・
…

ム
ラ
と
祭
祀
モ
ョ
リ
と
祭
祀
村
の
祭
祀

地
の
共
有

水
源
の
確
保

水
配
人
の
役
削
井
組
か
ら
川
水
組
合
へ
ム
ラ
の
巾
の
川
水
管
理

ム
ラ
を
超
え
た
祭
祀
ム
ラ
の
火
葬
場

染

二三
,二二 ．二二

一
二
一
つ

三
一
八

一
一
一
一
一
〈

三
一
つ

三
一
つ

三
つ
二

三
つ
二

13



民俗目次

第
三
章
時
間
と
生
活

第
一
節
生
活
の
時
間
・
生
産
の
時
間

日
信
仰
の
広
が
り
と
交
流
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…

富
士
信
仰
と
裾
野
の
ム
ラ
神
参
り
と
物
見
遊
山

ネ
ン
プ
ッ
と
オ
オ
ダ
イ
モ
ク

四
ム
ラ
の
休
日
と
娯
楽
・
…
…
…
…
：
．
：
…
：
…
…
：

祭
り
露
天
商
活
動
写
真

伽
通
婚
闇
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
・
・
…
“

婚
姻
の
鮠
囲
通
婚
闇
の
変
化

Ｈ
稲
作
：
．
…
：
．
…
…
．
：
…
：
．
．
：
…
…
…
・
…
…
…

裾
野
の
稲
作
生
活
の
中
の
水
と
土
水
土

苗
代
代
掻
き
田
植
え
田
植
え
の
時
期

稲
刈
り
・
乾
燥
脱
穀
籾
す
り
田
起
こ
し

口
買
い
物
と
行
商
：

買
い
物
行
商

世
間
の
広
が
り
御
殿
場
線
と
裾
野
の
人
々
馬
車
か
ら
自
動
車
へ

種
籾
「
三
嶋
大
社
の
お
田
打
」
と
種
籾

イ
イ
ダ
ウ
エ
田
の
草
取
り
稲
の
生
育

イ
ナ
プ
ラ
と
藁
の
利
用

ム
ラ
に
入
っ
て
く
る
神
仏
・
宗
教
者
オ
ォ

■
■
■

三
三
五

三
四
三

二
一
壱

三
五
一

三
五
一

一
一
西
九

一

一

四

五

14



民俗目次

１六
そ
の
ほ
か
の
生
業
・
…
・

１ ⑰
芝
生
の
生
産
…
…
：
…
：
…
．
．
…
…
．
：
：

シ
・
ハ
ハ
タ
の
広
が
り
芝
生
栽
培
の
技
術

日
養
蚕
…
・
・
…
・
…
…
…
・
…
…
…
．
：
…
・
…
…
・
…

裾
野
の
養
蚕
養
蚕
の
技
術
蚕
影
神
社
と
養
蚕

(四） 口
2 1

林
業

klll

竹
材
業
：

竹
と
生
活
竹

の
材
料
と
な
る
竹

柿
渋
作
り
：

柿
渋
と
三
島
和
傘 竹

山
と
暮
ら
し
サ
キ
ャ
マ
・
キ
ン
マ
ヒ
キ
炭
焼
き
炭
の
種
類
炭
の
原
木
炭
焼
窯

炭
焼
き
の
工
程

「
ヤ
マ
ヘ
行
く
」
陸
稲
モ
ロ
コ
シ
栽
培
須
山
モ
ロ
コ
シ
サ
ッ
マ
茶
の
生
産
チ

ヤ
メ
シ

カ
セ
ギ

作

伐
り

■
■
■
●
■
町
■
勺
■
■
■
■
■
●
●
■
■
●
申
●
●
●
●
ｅ
●
■
●
Ｇ
■
●
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
①
■
■
。
■
。
●
●
●
●
●
■
●
●
■
Ｕ
Ｇ
■
●
■
■
■
■
■
。
。
■
ｂ
七
や
●
●
■
●
●
Ｇ
○
由
●
①
■
中
■

深
良
須
釜
の
シ
ブ
ャ
柿
渋
生
産
の
時
期
柿
の
種
類
柿
渋
作
り
の
技
術

行
李
作
り
パ
イ
ス
ヶ
作
り
パ
イ
ス
ヶ
作
り
の
時
間
パ
イ
ス
ケ

一
一
五
八

三
九
一

三
八
八

三
七
元

二三

三
｜
九
つ

八
二
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民俗目次

第
三
節
一
年
の
生
活
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
：
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：

Ｈ
年
中
行
事
…
…
…
：
：
…
．
：
…
：
…
…
…
…
…
…
．
：
…
…
・
…
・
…
・
…
…
：
…
：
・
・
：
．
…
…
…
…
．
．

’
正
月
の
行
事
・
…
…
：
：
…
…
・
…
…
・
…
：
．
…
・
・
…
．
：
…
…
…
…
…
：
。
…
．
．
…
…
：
：
…
…
：
：
・

ワ
カ
シ
ョ
ー
ガ
ッ
元
日
一
ハ
ッ
ャ
マ
ナ
ナ
ク
サ
ガ
イ
初
集
会
一
一
、
ハ
ン
シ
ョ
ー
ガ
抑

サ
イ
ト
ャ
キ
‐
川
の
神
講
ハ
ッ
カ
シ
ョ
ー
ガ
ッ
天
神
識

２
二
月
の
行
事
：
…
：
…
…
…
：
…
：
…
・
・
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
：

ジ
ロ
ー
ノ
ッ
イ
タ
チ
マ
メ
マ
キ
大
山
講
初
午
目
一
つ
小
僧

３
三
月
の
行
事
…
…
・
…
…
：
…
：
…
・
…
…
…
：
…
：
・
・
…
…
．
：
：
。
…
…
・
…
…
：
…
．
．
…
・
…
…
・

ヒ
ー
ナ
サ
ン
の
節
句
コ
ン
ピ
ラ
サ
ン
春
の
彼
岸
ヨ
シ
ダ
サ
ン
の
引
き
継
ぎ
と
祭
り

第
二
節
一
日
の
生
活

(七）(二） H

仕
事
の
一
円
…
：
…
…
…
…
．
：
…
…
・
…
：
…
：
…
…
…
…
…
：
：
．
…
…
…
…
…
：
．
．
．

時
間
の
目
安
田
植
え
の
時
間
夏
の
一
日
山
で
の
サ
ッ
マ
作
り
冬
の
副
業

主
婦
の
一
ｎ
：
…
…
…
：
：
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
：
．
．
…
・
…
…
…
・
…
…
：
・
・
…
…
．

朝
の
水
く
み
ア
サ
ヅ
ク
リ
食
事
の
し
た
く
夜
な
べ
仕
事

民
具
で
見
る
裾
野
の
生
活
・
…
・
…
．

「
百
姓
」
の
財
産
民
具
実
測
図

・
・
：
・
・
・
・
・
四
七
一
〈

四
こ。

四
五
つ

四

垂ー
四
五
つ

四
うく
三三

実呉
＝ ＝

四
八
一

1戸

10



民俗目吹

７
七
月
の
行
事
…
…
…
．
：
…
…
…
：
…
・
…
…
：
…
：
…
：
…
：
．
…
：

雨
乞
い
と
Ｈ
乞
い
天
通
念
仏

８
八
月
の
行
事
…
・
・
・
・
…
・
…
．
：
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
．
：
…
・
…
…

地
蔵
盆
と
地
域
の
奥
祭
り
ミ
ョ
ウ
ジ
ン
サ
ン
ボ
ン

９
九
月
の
行
事
…
…
…
…
・
…
：
．
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…

風
祭
り
深
艮
の
ヨ
シ
ダ
サ
ン
月
兄
下
和
田
の
ヨ
シ
ダ
サ
ン

皿
一
○
月
の
行
事
…
：
…
…
：
…
…
．
．
…
…
：
：
…
・
…
・
・
・
・
…
：
．
…
：
…

稲
の
収
稚
と
祭
り
オ
ヒ
マ
チ
と
月
見

皿
一
一
月
の
行
事
：
…
…
…
・
…
．
：
．
…
：
．
：
…
：
：
：
．
：
…
・
…
：
…
…
：

冬
の
し
た
く
七
五
三
エ
ピ
ス
識
と
亥
の
子
の
ぼ
た
餅

吃
一
二
月
の
行
事
…
…
：
．
：
：
…
：
…
…
…
…
…
．
．
…
．
：
：
…
：
…
…
：

４
四
月
の
行
事
．
．
…
…
・
…
・
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…

春
祭
り
の
始
ま
り
浅
間
神
社
の
春
祭
り
女
の
子
の
節
句
ア
ラ
、
ン
パ
サ
ン
マ
イ
Ⅲ

５
五
月
の
行
事
：
…
…
・
…
…
…
…
…
：
。
…
．
：
…
：
…
…
…
・
…
：
…
・
…
：
：
：
。
：
…
…

五
几
五
Ｈ
八
十
八
夜

６
六
月
の
行
事
…
…
・
…
…
・
…
…
・
…
…
…
・
・
・
…
…
：
：
…
：
．
…
…
．
：
…
…
：
…
…
…

挫
繁
期
の
行
事

●
■
●

五
つ
ロ

四
九
一
］

五
つ
三

五
つ
一

四
九

四
九
一

四
九
つ

四
八
セ

四
〈
三
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民俗目次

第
四
節
一
生
の
生
活

Ｈ
産
育
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
：
．
・
・
・
．

’
妊
娠
と
出
産
前
．
．
…
：
．
…
…
・
…
…
：
：
…

子
授
け
ト
リ
ァ
ゲ
。
ハ
ァ
サ
ン
か
ら
産
婆
へ

講
と
安
産
祈
願

カ
ー
ビ
タ
リ
高
尾
と
秋
葉
の
祭
り
正
月
準
備
お
飾
り
作
り
と
餅
つ
き
大
晦
日
の
過
ご

し
方
十
里
木
の
餅
な
し
正
月

口
一
年
の
衣
生
活
…
：
…
…
…
…
・
…
：
…
：
…
…
：
…
：
。
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
・
・
…
：
…
…
：
…
．

１
衣
生
活
と
四
季
の
変
化
・
…
…
：
．
．
…
・
…
・
…
…
・
…
：
…
…
・
・
・
・
…
：
…
：
：
．
．
…
．
．
…
：
。
…
…
：
．
：
．

野
良
着
と
晴
れ
着
野
良
着
は
普
段
着
晴
れ
着

２
衣
料
の
調
整
・
・
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
・
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
：
：
．

繊
維
の
調
達
農
村
の
女
性
と
イ
ト
と
ハ
タ
も
ん
ぺ
の
流
行

３
衣
生
活
の
知
恵
：
…
・
…
・
…
：
…
…
…
：
…
・
…
・
…
・
…
：
：
。
…
・
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
．

イ
イ
ト
コ
ド
リ
季
節
や
天
候
に
対
す
る
衣
料

２

出
産
…
…
…
．
：
．
．
：

出
産
の
場
産
後
の
処
理

子
捨
て
と
子
供
の
生
ま
れ
年

乳
付
け
と
産
後
の
清
め
出
産
見
舞
い
と
お
七
夜
宮
参
り

出
産
の
準
備
妊
娠
中
の
禁
忌
・
俗
信
淡
島

：
。
。
。
：
五
一
二
〈

三
つ
九

五
つ
九

五
一
二

五
一
二

五
一
二

五
一
八

五
一
四

18



民俗目次

(四） 日
厄
年
と
年
祝
い
…
…
．
：
：
：
：

１
病
気
平
癒
祈
願
・
…
：
…
…

公
文
名
の
は
や
り
病
よ
け
祈
願

２
厄
年
と
年
祝
い
：
…
…
：
。
．

口
婚
姻

道
具

２
祝

４
子
供
か
ら
大
人
へ
…
…
：
…
・
・
…
：
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
：
：
、

子
供
の
日
常
生
活
子
供
の
行
事
若
い
衆
入
り
と
青
年
団
一
人
前

３
成
長
過
程
…
：
…
：
…
・
…
…
…
…
。
：
…
…
・
…
：
．
…
…
：
．
…
…
…
…
・
…
・
・
・
：
…
…
…
…
…
…

初
節
句
一
歳
ま
で
の
子
育
て
七
五
三
子
守
庖
瘡
子
供
の
病
気
病
気
よ
け
祈

ｌ
縁
談
の
成
立
…
・
…
・
…
…
…
・
…
：
：
：
…
：
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：
…
…
：
・
・

結
婚
相
手
の
決
定
と
通
婚
圏
見
合
い
と
恋
愛
サ
ケ
ア
シ
イ
レ
カ
ネ
ォ
ャ
嫁
入
り

葬
送
の
儀
礼
と
墓
制

ム
コ
似
イ
レ

ル
又
亟
ノ

１
１

願厄
年

二
一
口

年
祝
い ■

■
■
。
■
■
●
●
ｇ
■
■
■
ｂ
■
甲
■
町
■
■
■
●
■
■
■
■
■
Ｇ
■
■
●
■
●
缶
■
■
Ｇ
●
●
①
●
④
●
●
●
●
Ｃ
Ｃ
や
●
●
●
早
凸
①
●
●
●
凸
。
●
■
■
。
●
●
●
。
。
ｂ
■
■
■
■
。
■
甲
。
■
Ｃ
Ｄ
甲
■
申
■
■
■
Ｄ
Ｂ
Ｄ
■
■

嫁
入
り
祝
言
オ
フ
ル
マ
イ
嫁
の
ム
ラ
入
り
里
帰
り
新
婚
へ
の
泥

■
■
●
■
申
■

●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
も
。
□
固
■
■
●
■
■
ｂ
■
甲
■
■
●
固
■
①
。
■
■
●
■
●
■
■
巳
●
①
Ｇ
■
■
■
■
■
■
ｇ
■

は
や
り
病
よ
け
の
神
仏
摘
気
平
癒
の
祈
願

■
■
■
●
■
■
■
。
■
■
Ｂ
●
●
■
■
■
●
■
■
ｇ
■
■
ｂ
■
■
■
●
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
●
●
Ｇ
■
。
ｂ
■
■
■
■
凸

■
■
Ｂ
■
●
■
■
■
■
■
■
■

■
●
色
Ｇ
■

。
・
・
：
・
・
・
。
五
七
二

五五

ア言 プ＜
ナし ブL」

五
七
四

五
五
九

三
三
つ

五
五
つ

五
四
五

五
三
四

'9



民俗目次

第
四
章
心
意
と
生
活

第
一
節
家
の
神

Ｈ
家
の
神
と
屋
敷
の
神
：
…
…
…
．
．
：
…
…
…
・
…
…
．
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
．
：

家
で
ま
つ
る
神
仏
深
艮
上
丹
Ａ
家
深
良
町
田
Ｂ
家
富
沢
Ｃ
家
葛
山
Ｄ
家

口
江
戸
時
代
の
屋
敷
神
…
・
…
．
．
…
．
：
：
．
…
…
…
…
…
．
：
…
：
．
：
…
：
…
：
…
．
：
…
…
：
：
．

ｌ
葬
儀
の
準
備
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
：
…
…
…
・
・
…
・
…
…
・
…
・
…
：
：
…

死
の
予
兆
臨
終
北
枕
と
枕
団
子
シ
ニ
ミ
マ
イ
葬
式
組
死
の
通
知
キ
チ
ュ
ウ

ミ
マ
ィ
葬
儀
の
準
備
ト
ブ
ラ
イ
の
料
理
ア
ナ
ホ
リ
と
コ
シ
ア
ゲ

２
ト
プ
ラ
イ
の
儀
礼
。
：
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
．
：
…
…
…
：
．
：
．
．
：
…
：
…
・
…
…
…
：
…
・
…
：
。
…
…

葬
儀
と
火
葬
お
通
夜
湯
潅
納
棺
ト
ブ
ラ
イ
火
葬
で
の
告
別
式
野
辺
送
り

埋
葬
と
納
骨
ハ
マ
オ
リ
キ
チ
ュ
ウ
子
供
の
ト
ブ
ラ
イ

３
葬
儀
後
の
供
養
：
…
…
：
．
…
・
・
…
…
…
・
・
…
：
…
．
．
：
…
：
：
…
・
…
…
…
…
：
：
…
：
…
…
・
…
．
：
…

ト
フ
ラ
ィ
の
匝
後
七
日
ご
と
の
念
仏
三
十
五
日
四
十
九
日
百
力
Ｈ
新
盆
と
春
秋

の
彼
岸
ネ
ン
カ
イ
ト
イ
バ
ラ
イ

４
基
制
…
…
…
…
…
…
．
：
．
…
…
…
…
…
…
…
：
．
．
…
．
：
．
…
…
…
：
…
・
・
…
…
…
…
・
…
…
：
：

士
葬
か
ら
火
葬
へ
屋
敷
墓
イ
ッ
ト
ー
の
墓
共
同
墓
地
、
と
寺
の
泉
地

一
〈
二
つ

一
〈
一
一
一
一

一
〈
一
一
一
一

一
、
一
一

一
／
｜
’

一
く
つ
五

五
乞
四

五
九
五

五
八
五

20



民俗’三1次

第
二
節
神
社
と
寺
院

Ｈ
神
社
と
小
祠
の
祭
り

近
世
の
屋
敷
神
調
査
中
丸
の
屋
敷
神
中
尾
の
屋
敷
神

日
近
隣
の
信
仰
を
集
め
る
家
の
神
．
…
…
・
…
…
…
：
…
…
・
…

家
の
神
か
ら
人
狩
の
神
へ
術
守
稲
荷
の
ご
利
益

5 1 3 2 1

深
良
：
…
・
…
：
…
：
…
・
…
…
：
…
…
．
：
…
…
：
．
：
…
・
…
…
…
：
．

二
つ
の
深
艮
赤
子
神
社
深
良
神
社
南
堀
の
八
幡
神
社

茶
畑
…
…
：
．
…
…
：
．
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
：
．
…
…
・
…
：

多
く
の
神
仏
を
ま
つ
る
茶
畑
浅
間
神
社
山
の
神
金
比
羅
神
社

富
沢
・
…
・
…
・
・
・
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…

一
集
落
一
ム
ラ
の
富
沢
愛
鷹
神
社
と
山
の
神

そ
の
他
の
地
区
：
…
…
．
：
：
…
：
…
…
…
…
…
…
．
：
…
：
．
：
。
…
…
…
．

公
文
名
麦
塚
伊
豆
島
田

亜
眉
す
る
神
々

葛
山
．
、

葛
山
の
神
々

る
神

■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
●
●
■
●
●
●
■
■
■
■
■
■
■
。
■
■
。
申
甲
■
●
◆
申
●
？
●
●
●
申
◆
？
■
缶
。
●
●
ゆ
●
■
■
■
■
●
■
■
Ｇ
●
ｂ
■
■
■
■
■
■
自

浅
間
神
社
タ
ヶ
ノ
カ
ミ
ナ
リ
サ
ン
本
村
で
ま
つ
る
神
各
モ
ョ
リ
で
ま
つ

罠
耳
、

｜
／
庁
陛
ノ

一
〈
四
一

一
〈
一
一
一
一
一
一

フペ
二二

一(二

ミ
ニ
ゴ

プ
ニ
七

一
〈
二
五

〈
四
一
〈

〈
ニ
セ
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民俗目次

口
寺
と
堂
を
め
ぐ
る
信
仰

ｌ
葛
山
：
：
…
…
：
…
：
・
・
…
…
…
…
．
：
．
：
．
…
…
：
…
・
…
・
…
：

仙
年
寺
景
ヶ
島
依
京
寺
田
場
沢
の
薬
師
堂

２
深
良
：
…
…
。
：
：
…
…
…
・
…
・
…
・
…
：
…
…
・
…
：
…
…
…
：

深
良
の
四
力
寺
原
の
地
蔵
堂

３
茶
畑
：
…
…
：
：
…
：
…
・
・
…
：
：
：
．
…
…
…
…
：
…
…
：
…
・

耕
月
寺
と
願
生
寺
滝
頭
の
不
動
羅
漢
塚
と
忠
魂
碑

４
富
沢
…
・
…
・
・
・
・
・
…
…
…
…
・
…
・
：
・
…
・
…
・
…
・
…
…
…
…
：

富
沢
の
ム
ラ
と
定
輪
寺
堂
と
庵
寺

５
下
和
田
．
：
…
：
。
…
：
．
…
．
：
…
。
：
…
…
：
．
…
…
…
…
：
：
…

専
修
院
と
そ
の
行
事
盛
ん
な
念
仏
講

に
さ
ま
ざ
ま
な
誰
…
…
：
：
．
…
．
：
。
…
・
…
…
…
…
・
・
・
…
…
…
・
…
：
…

不
動
講
と
万
神
講
淡
島
講
天
神
識
念
仏
識
題
目
講

四
天
道
念
仏
。
：
．
：
…
…
・
…
…
・
…
…
…
・
…
・
…
…
・
・
：
…
…
…
…
：

公
文
名
の
天
道
念
仏
全
域
で
行
わ
れ
る
天
道
念
仏

寺
院
の
分
布

■
■

■
■
■

●

ミ
ミ
ー

：
云
〆
’

一
〈
五
三

一
〈
五
二

言
寅
、

｜
／
｜
／
ク
ノ

一
、
一
『
竺

止
＆
■

一
〆
｜
〆
’

云＜
プミ
ナL‘

一
〈
五
九

〈

造

つ

ワリ
白白



民俗目吹

第
三
節
広
域
的
な
信
仰

H(二）卿
山
を
め
ぐ
る
信
仰
：
：
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
．
．
…
…
…
・
…
：
…
…
・
・
…

１
愛
鷹
山
と
信
仰
・
：
・
…
・
…
…
：
：
…
…
…
：
…
…
：
…
・
…
…
…
．
．
…
…

木
戸
と
龍
爪
講
飯
盛
山
の
不
動
堂
ヶ
尾
の
愛
鷹
明
神

２
箱
根
山
と
信
仰
、
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
。
：
…
：
：
…
．
：

深
良
用
水
と
箱
根
権
現
の
祭
り

３
富
士
山
と
信
仰
：
…
…
…
…
…
・
・
：
…
．
：
…
．
：
…
…
…
…
…
：
…
・
…
．

富
士
登
山
道
須
山
口
の
暮
ら
し
富
士
峰
行
者
と
沿
道
の
村

日

念
仏
誌
の
広
が
り
…
・
・
・
・
…
…
・
・
…
…
…
・
・
・
：
・
・
…
．
：
…
：
…
・
…
…
・
…
：
…
…
・
…
…
…
…
：
…
：
…

中
駿
大
念
仏
識
富
岡
大
念
仏
誌
戦
没
者
供
養
中
駿
大
胆
Ⅱ
識

ヨ
シ
ダ
サ
ン
の
信
仰
：
．
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：
…
…
。
：
．
．
…
．
．
：
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…

市
域
の
ヨ
シ
ダ
サ
ン
下
十
力
郷
の
ヨ
シ
ダ
サ
ン
深
艮
の
ヨ
シ
ダ
サ
ン
下
和
田
の
ヨ
シ
ダ
サ

ン
ヨ
シ
ダ
サ
ン
信
仰
の
起
源
ヨ
シ
ダ
サ
ン
信
仰
の
広
が
り

岩
船
地
蔵
の
流
行
…
・
…
・
・
…
…
…
…
・
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
．
．
…
：
．
…
…
…
：
・
・
・
…
・
…
：
…
…
．

今
里
の
岩
船
地
赦
岩
船
地
戯
の
御
詠
欣
柏
木
陛
和
術
門
地
件
帳
の
記
録
岩
船
地
蔵
の
信
仰

の

展
開

哲
一
一
五

菫
＝

二
一
、

４
Ｅ
｜
ノ

セ
ー
ハ

七
一
ロ

、
や
辿

〆
ブ
ブ

、
、
Ｌ

／
ノ
ブ

、
、
し

〆
ノ
ブ
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民俗目次

第
五
節
伝
説
の
世
界
：

第
四
節
石
仏
の
語
る
信
仰

Ｈ
伝
説
の
意
義
．
：
．
：
…
：
…
…
…
．
．
…

伝
説
と
事
実
伝
説
の
傾
向
と
特
色

口
動
物
に
ま
つ
わ
る
伝
説
…
…
：
…
．
：
．
．

日(四） (二） 卜）
l

狐

①
古
狐
退
治
ａ
②
古
狐
退
治
ｂ
③
古
狐
退
治
Ｃ

④
大
野
原
の
金
キ
ツ
ネ
と
銀
キ
ツ
ネ

集
中
し
て
建
て
ら
れ
る
石
仏
群
：
…
…
…
…
：
：

石
仏
の
集
中
す
る
場
所
石
仏
の
種
類

時
代
を
超
え
て
建
て
ら
れ
る
石
造
物
…
…
…
：
：

滝
頭
不
動
の
石
仏
と
石
塔
戦
争
と
石
碑

石
造
道
祖
神
の
特
徴
…
：
．
．
：
。
…
・
…
…
…
…
…
：

さ
ま
ざ
ま
な
道
祖
神
南
北
の
相
違

庚
申
信
仰
の
広
ま
り
と
庚
申
塔
の
造
立
…
…
：
ゞ

生
き
て
い
る
庚
申
信
仰
庚
申
塔
が
示
す
信
仰
史

●

■
◆
甲
■
由
り
Ｂ
■

↑
］
一
〈
一

七
一
〈
一

造
五
一
］

セ
五
七

七
四
九

造
四
四

七
一
一
五

七
三
垂

七
三
五
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民俗目次

(三）(五） (四）

５
天
狗
・
…
…
・
・
…
・
…
…
…
：
．
：
…
：
…
・
…
・
…
…
…
：
…
。
：
…

①
炭
焼
小
屋
の
怪
物
②
小
天
狗
の
し
か
え
し

事
件
に
か
か
わ
る
伝
説
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
．
：
…

①
十
里
木
の
赤
も
ち
②
頼
朝
の
盃
③
今
里
の
大
洲
・
刀
石

④
葛
‐
山
城
の
伝
説
⑤
光
明
寺
の
不
動
⑥
茶
畑
の
十
三
塚

信
仰
に
か
か
わ
る
伝
説
…
・
…
・
・
…
：
…
・
…
…
：
。
…
…
…
…
…
：
…
．

①
伊
豆
島
田
の
薬
師
堂
②
き
ゅ
う
り
の
伝
説
③
不
動
の
滝
の
行
考

４
力
ツ
パ
…
。

①
音
女
（
お
と
め
）
ヶ
淵

①
尾
塚
坂
の
悲
し
い
恋
②
孝
行
娘
の
悲
劇

３
蜘
蛛
・
…
：
…
…
：
．
…
：
。
…
：
…
：

①
蜘
蛛
が
池
ａ
②
蜘
蛛
が
池
ｂ

2

狼
愛
隠
山
、
富
士
山
に
ま
つ
わ
る
伝
説
・
…
・
…
…

①
愛
麿
山
の
由
来
②
富
士
山
の
雪
だ
る
ま

④
雷
山
の
雨
乞
い

●

■
■
■
■
■
■
●
■
■
●
凸
■
■
ｂ
■
●
■
■
①
。
。
■
■
■

：
・
・
・
・
・
：
・
・
・
・
・
。
七
一
〈
九

七
九
二

一ヒゴ
ノ、
ノZ．

三
三
、

ｆ
ｆ
ノ

七
一
］
四

七
七
二

七
七
一
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民俗目次

第
五
章
社
会
変
化
と
民
俗

第
二
節
市
街
地
の
発
展
と
民
俗

第
一
節
農
業
の
変
化
と
民
俗
の
変
貌
：
…
・
…
．

Ｈ
都
市
化
の
開
始
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
・
…
．

町
の
出
現
人
口
の
急
増
農
業
の
変
化

町
の
出
現
人
口

(二） H

駅
前
商
店
街
の
変
化
商
店
街
の
変
貌

日
天
理
町
の
成
立
…
…
…
…
…
：
・
・
：
．
…
．

日 (二）

裾
野
駅
前
商
店
街
の
形
成
・
…
：
．
：

街
道
の
宿
商
店
街
の
形
成
過
程

み
駅
前
商
店
街
北
側
の
街
並
み

中
心
地
の
変
化
…
・
・
…
…
…
…
．
．
：

墓
地
と
葬
儀
の
変
化
：
．
…
…
：
．
：
：
…
・
…
…
・
…
…
…
：
．
…
．
：
…
・
…
：
…
：
：
：
：
…

旧
墓
と
新
墓
葬
儀
の
変
化
火
葬
場
葬
儀
屋
生
活
改
善
の
申
し
合
わ
せ

年
中
行
事
の
変
化
…
：
．
…
…
・
…
…
：
：
．
…
：
。
…
…
…
．
：
．
…
：
…
．
：
…
．
：
．
…
・
…
…

年
中
行
事
の
改
変
ヤ
ド
か
ら
公
民
館
へ

化
須
山
の
芝
畑

街
の
周
縁
性
変
化
の
経
験
駅
前
商
店
街
南
側
の
街
並

新
道
商
店
街
の
構
成

．
：
。
：
。
：
：
。
．
：
。
：
・
・
：
・
・
・
：
．
：
。
。
：
：
。
：
．
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
：
：
。
。
：
・
・
・
・
・
・
：
。
．
七
九
七

・
・
：
・
・
・
：
・
・
・
。
：
。
・
・
・
：
。
：
・
・
・
・
・
・
・
：
。
：
・
・
・
。
。
：
。
。
：
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
：
・
・
・
・
・
・
・
：
。
・
・
・
、
七
九
亡

佐
野
の
変
化
富
沢
の
変
化
深
良
町
田
の
変

■

。
；
・
・
・
・
。
〈
つ
く

八
四
四

八
四
二

八
一
九

八
一
丸

八
一
七

↑
］
九
五
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民俗’1次

第
三
節
住
宅
地
化
の
進
行
と
民
俗
．

第
四
節
大
規
模
開
発
と
民
俗

Ｈ
ム
ラ
と
マ
チ
：
…
・
…
・
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
・
・
…
…
：
．
：
…
・
…
．

ム
ラ
の
一
角
の
マ
チ
ム
ラ
組
織
と
新
住
民

口
町
内
会
の
独
立
と
民
俗
…
…
：
…
…
・
…
…
．
：
…
…
・
…
…
…
：
．
．
…
…
…
…
・
…
・
…
：
、

自
治
会
の
分
離
新
し
い
自
治
会
県
営
茶
畑
団
地
自
治
会
千
福
が
丘
町
内
会

臼
公
民
館
と
広
場
：
…
…
…
…
．
．
：
…
・
…
・
…
・
…
…
・
…
…
…
…
：
．
…
…
…
：
…
…
…
…
．

民
俗
の
基
盤
と
し
て
の
公
民
節
遊
び
場
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

(四）Ｈ
団
地
の
成
立
：
…
…
．
．
…
．
．
…
・
・
…
・
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
・

大
規
模
団
地
の
成
立
剛
地
の
配
置

口
住
宅
地
の
民
俗
．
：
…
…
：
…
…
・
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
＆

住
宅
別
地
と
し
て
の
民
俗
千
福
が
丘
夏
祭
り
ド
ン
ド
ャ
キ

商
店
街
と
ィ
・
ヘ
ン
ト
：
…
：
：
．
…
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
：
…
．
：
…

「
す
そ
の
阿
波
お
ど
り
」
「
す
そ
の
阿
波
お
ど
り
」
の
成
立
夏
祭
り

教
会
の
成
立
と
発
展
天
理
町
の
成
立
天
理
教
墓
地
東
通
り
商
店
街

■
。
■
■
●
■

、
耳
Ｌ

ノ
区
ブ

八
七
三

八
七
つ

〈
七
つ

八
五
八

八
三
一
〈

八
五
一
〈

、
言
ヨ

ノ
フ
区

のワ

乙I



民俗目次

図
表
一
覧

写
真
一
覧

索
引

裾
野
市
史
編
さ
ん
関
係
者

文
献
目
録

第
五
節
交
通
の
変
化
と
民
俗
．

あ
と
が
き
…
…
・
・
・
…
…
・
…

㈲
国
道
と
バ
イ
パ
ス
…
…
…
…
・
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
．

国
道
の
変
化
。
ハ
ィ
パ
ス
の
影
紳
農
免
道
路
と
生
活

口
自
動
車
時
代
の
民
俗
…
：
…
…
：
．
…
…
．
：
：
…
：
…
：
…
…

生
活
の
広
域
化
外
食
の
日
常
化
市
域
を
超
え
る
生
活

■
■
●

。
。
・
・
・
：
．
八
七
セ

八
八
五

八
九
一

八
九
三

〈
く
つ

へ
↑
］
七
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